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ベンゾジアゼピンレセプターイメージング用剤であるl23LIOmaZenil
を用いた脳血流定量の可能性
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ベンゾジアゼピンレセプターリガンドであるl231-Iomazenilを用いてＲIアンジオグ
ラフイを撮像し，グラフ解析法により脳血流指数を算出した。１６例のてんかん患者と
１例のPick病の患者を対象として,l231-Iomazenilによる脳血流指数(Y)と,脳血流用
剤である，，鯛Ｔｃ－ＨＭＰＡＯによる脳血流指数(X)を比較した。両者は相関を示し，相関
式はｙ＝0.459*Ｘ＋5.58(､＝34,ｒ＝0.578,ｐ＜0.001)であった。同時に算出される脳血
液量指数も両者で相関を示し，トレーサとしての初期動態が両者で類似であり，
l231-Iomazenilによる脳血流の定量評価の可能性が示された｡本法は非常に簡便でてん
かん患者の焦点と脳血流レベルを同時に評価でき，有用と考えられた。
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